
［まちなみ計画］

八王子みなみ野シティ

第3期に参画して

［計面の狙い・プロセス」外構デザインも今後の課題］

連健夫健築家ブ

　筆者は、住宅・都市整備公団（現在、都市

基盤整備公団）が開発する「みなみ野シティ」

において、（財）住宅生産振興財団がコーディ

ネートする共同分譲事業にアドバイザーとい

う立場で、その計画主旨の立案と建築および

外構デザインの検討プロセスに関わった。こ

のなかで、計画の狙いとプロセスの意味、外

構デザインについてその概要を述べ、今後の

共同分譲事業に必要であろうと思われる課題

を考察してみたいと思う。

計画の狙い：会話のある街がテーマ

欝轟難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　第3次共同分譲地区はみなみ野シティの骨

格とも言うべき「ふれあい通り」に面し、JR

八王子みなみ野駅からは、徒歩で約20分、バ

スで4停留所の距離に位置する。計画住宅地

40区画は、幅20mの「ふれあい通り」と

6m道路にはさまれた南北に長い区画である。

この条件のなかでは、コモンスペースによる

まとまりをつくることはできず、活路として

は、両道路への表情と関係、全体デザインに

おける変化と統一感のバランスが計画の勝負

どころとなる。

　そこで、執行部の石井部長（住宅生産振興

財団）と小林課長（細田工務店）と共に基本

コンセプトのたたき台を設定し、参加住宅業

者（12社）の設計部会において議論をするな

かで、「会話が楽しくなる街」がテーマとして

設定された。これは、ニュータウンの全体イ

メージである「豊かな自然を大切にした環境

共生都市」を受け、人間、自然、動物との楽

しいコミュニケーションを会話において生み

出そうというのが狙いである。何度もの設計

部会のディスカッションの中で生まれた具体
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